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か
れ
た
。
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で

実
施
し
た
講
座
受
講
生
の
う

ち
、
国
家
総
合
職
、
国
家
一

　
年
末
が
近
づ
き
少
し
ず

つ
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
大
学
生
活
で
も
、
ゼ

ミ
の
決
定
、
幹
事
や
代
表

の
交
代
、
就
職
活
動
、
卒

業
論
文
の
執
筆
な
ど
、
身

体
も
心
も
緊
張
す

る
場
面
が
増
え
て

き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
人
間
に
は
、
あ

る
程
度
の「
緊
張
」

は
必
要
で
す
。
適

度
な
緊
張
を
し
て

い
る
時
（

適
度

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
時
）
に
人

は
最
高
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
初
め
て
の
こ
と

や
、
結
果
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
、
疲
れ
て

い
る
時
な
ど
は
適
度
な
緊

張
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と

い
う
の
は
な
か
な
か
難
し

い
も
の
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
お
勧
め
な

の
が
「
逆
の
発
想
」
で
試

す
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
緊
張
を
抜
き

た
い
時
に
人
は
た
い
て
い

肩
を
ぎ
ゅ
っ
と
上
に
上
げ

て
す
と
ん
と
下
ろ
し
ま
す

が
、
代
わ
り
に
、
肩
を
ぐ

っ
と
下
に
下
げ
て
か
ら
力

を
抜
き
ま
す
。
上
に
上
げ

る
や
り
方
だ
と
肩
を
下
ろ

し
て
力
を
抜
い
た
つ
も
り

で
も
、
そ
も
そ
も
の
緊
張

で
力
が
抜
け
き
ら
な
い
の

で
す
が
、
下
げ
て
か
ら
抜

く
方
法
だ
と
、
あ
え
て
力

を
入
れ
た
分
だ
け
力
を
抜

く
感
覚
が
分
か
り
や
す

く
、
力
も
抜
け
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
脚
ま
で
そ
わ
そ
わ
し
て

い
る
時
は
、
座
っ
た
ま
ま

両
脚
に
力
を
入
れ
、
下
方

向
に
踏
み
し
め
て
か
ら
抜

く
と
落
ち
着
き
ま
す
。

　
同
様
に
深
呼
吸
も「
逆
」

で
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

吸
う
方
か
ら
始
め
る
と
浅

い
呼
吸
で
始
ま
り
、
深
呼

吸
に
な
ら
な
い
の
で
、
ま

ず
息
を
全
部
吐
き
切
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
後
は

身
体
が
勝
手
に
深
く
吸
っ

て
深
呼
吸
を
し
て
く
れ
ま

す
。

　
物
事
の
見
方
や
や
り
方

は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
時

「々
逆
の
発
想
」や

斜
め
の
発
想
な
ど
い
ろ
い

ろ
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

（
学
生
相
談
室
員
・

角
田
真
紀
子
）

「逆の発想」のススメ

　
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究

所
な
ど
が
共
催
し
た
「
日
本

山
の
科
学
会
秋
季
研
究
大

会
」
の
研
究
発
表
、
公
開
ミ

ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
10
月

26
日
、
本
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

地
形
や
気
候
と
い
っ
た
自
然

環
境
、
動
植
物
な
ど
多
角
的

な
視
点
か
ら
山
に
関
す
る
研

究
が
報
告
さ
れ
た
。

　
研
究
発
表
で
は
専
大
、
信

州
大
な
ど
の
学
生
ら
が
ポ
ス

タ
ー
を
展
示
。
公
開
ミ
ニ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
本
学
文
学

部
の
松
尾
容
孝
教
授
と
山
本

充
教
授
、
飯
田
義
彦
氏
（
金

沢
大
学
）、横
山
秀
司
氏
（
九

州
産
業
大
学
名
誉
教
授
）
が

「
山
の
科
学
｜
人
と
自
然
」を

統
一
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
翌
27
日
に
は
生
田
緑
地
で

現
地
討
論
会
が
行
わ
れ
、
多

摩
丘
陵
の
地
形
・
地
質
や
都

市
公
園
の
利
用
法
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

山の科学会 ミニシンポ４氏が講演

サテライト・キャンパスで行われたミニ・シンポジウム

　
文
学
部
・
苅
谷
愛
彦
教
授

（
地
形
環
境
学
）
が
共
同
執

筆
し
た
論
文
が
、
日
本
地
す

べ
り
学
会
の
学
会
賞
（
技
術

報
告
賞
）
を
受
賞
し
た
。

　
論
文
題
目
は
「
赤
石
山
地

ド
ン
ド
コ
沢
岩
石
な
だ
れ
の

発
生
に
起
因
し
た
地
形
変
化

の
再
検
討
」。
筆
頭
著
者
は

木
村
誇
・
愛
媛
大
学
助
教
。

　
南
ア
ル
プ
ス
の
ド
ン
ド
コ

共
同
執
筆
論
文

学
会
賞
を
受
賞

文
・
苅
谷
教
授

　
専
修
大
学
は
大
変
早
く
か
ら
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
の
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

は
常
に
先
進
性
を
保
っ
て
き
た
。

そ
ん
な
本
学
の
情
報
シ
ス
テ
ム

も
、
ひ
と
つ
懸
念
を
抱
え
て
い

た
。
そ
れ
は
、
全
学
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
あ
っ
た
。

　
本
学
は
学
習
環
境
の
改
善
な
ど

の
た
め
、
校
地
を
拡
張
し
、
建
物

を
次
々
と
建
て
て
き
た
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
初
期
は
「
と
に

か
く
つ
な
げ
て
」
と
い
う
大
き
な

ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
建
物
が
建
つ
ご

と
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
は

一
見
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
、
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
面
で
は
大
き
な
違
い
が
生

ま
れ
る
に
至
っ
た
。

20
世
紀
中
は
大
き
な
問
題
は
起

き
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
効
率
と

安
全
の
面
で
、
学
内
に
「
多
様
な

Ｌ
Ａ
Ｎ
」
が
あ
る
こ
と
の
デ
メ
リ

ッ
ト
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
発
案
さ

れ
て
も
、
実
現
に
は
結
び
つ
か
な

い
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
生
田
・
神
田
両

キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
、
両
キ

ャ
ン
パ
ス
間
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
回
線
に
つ
い
て
完
全
な
再
構

築
を
行
い
、
理
想
形
に
仕
上
げ

た
。
こ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
、
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
で
仮
想
大
学
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ

ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
を
活

用
す
る
方
策
を
見
つ
け
た
こ
と
が

大
き
い
。

　
そ
の
結
果
、
機
器
類
の
最
適

化
、
障
害
検
知
シ
ス
テ
ム
の
導
入

と
障
害
対
応
の
迅
速
化
、
柔
軟
な

拡
張
、
回
線
コ
ス
ト
の
大
幅
低

減
、
学
内
す
べ
て
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
完

全
一
体
化
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
改

善
に
よ
り
、
さ
ら
に
高
度
な
学
生

教
育
サ
ー
ビ
ス
へ
、
リ
ソ
ー
ス
の

振
り
向
け
が
可
能
に
な
る
。

　
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
は
今
後
も

単
に
最
新
技
術
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
利
用
者

視
点
で
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
。

　
今
年
の
夏
期
休
暇
中
、
人

知
れ
ず
進
め
ら
れ
て
い
た
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
そ

れ
が
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の
再
構
築
だ
。

こ
の
学
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の

刷
新
は
大
変
重
要
な
も
の
で

あ
る
が
、
利
用
者
に
は
分
か

り
づ
ら
い
。
そ
こ
で
今
回

は
、
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
シ

ス
テ
ム
企
画
室
長
を
務
め
る

商
学
部
の
髙
橋
裕
教
授
に
そ

の
意
義
と
背
景
に
つ
い
て
寄

稿
し
て
も
ら
っ
た
。

寄

稿

情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
企
画
室
長

髙
橋
裕

学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築

公
務
員
試
験
講
座
合
格
者
報
告
会

合格の秘訣伝える
　
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
が
開
講
す
る
「
公
務
員

試
験
講
座
」
の
受
講
生
で
今

年
度
の
採
用
試
験
合
格
者
に

よ
る
報
告
会
が
、
10
月
19

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

般
職
、
国
税
専
門
官
、
地
方

公
務
員
な
ど
に
合
格
し
た
４

年
次
生
16
人
が
、
３
年
次
生

約
２
５
０
人
に
勉
強
方
法
や

筆
記
試
験
、
面
接
対
策
な

ど
、
合
格
の
秘ひ

訣け
つ

を
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

　
４
年
次
生
は
「
特
別
区

合
格
の
ポ
イ
ン
ト
」「
面
接

対
策
」「
勉
強
計
画
の
立
て

方
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
体
験

談
を
話
し
、
３
年
次
生
は
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
質
問

を
し
た
り
し
た
。

　
渋
谷
区
に
内
定
し
た
山
本

凌
我
さ
ん
（
経
済
４
）
は
、

面
接
対
策
な
ど
に
つ
い
て
語

っ
た
。
ま
た
、
１
日
８
時
間

以
上
勉
強
を
続
け
た
と
話
す

と
、
３
年
次
生
が
「
ど
う
や

っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
し
た
の
か
」
と
質
問
。

「
仲
間
と
一
緒
に
勉
強
し
た

り
進
行
状
況
を
報
告
し
た
り

し
た
こ
と
が
と
て
も
役
に
立

っ
た
」
と
答
え
た
。

　
氏
家
詩
乃
さ
ん
（
経
済

４
）
は
昨
年
の
報
告
会
に
参

加
し
た
こ
と
で
合
格
へ
の
思

い
を
強
く
し
、
国
税
専
門
官

多くの３年次生が出席し先輩のアドバイスに耳を傾けた

沢
で
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
デ

ー
タ
を
用
い
て
地
形
を
再
解

析
し
、
西
暦
８
８
７
年
ご
ろ

に
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
が
発

生
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
技
術
報
告
賞
は
、
日
本
地

す
べ
り
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ

た
報
告
の
中
で
、
学
術
的
価

値
、
技
術
的
価
値
が
高
い
と

認
め
ら
れ
る
論
文
に
与
え
ら

れ
る
。

　
８
月
21
日
、
日
本
地
す
べ

り
学
会
研
究
発
表
会
（
熊
本

市
）
で
表
彰
式
が
あ
っ
た
。

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
に
「
複
式
簿
記
普
及
事

業
推
進
研
究
セ
ン
タ
ー
」

（
研
究
代
表

国
田
清
志
商

学
部
教
授
）
が
設
置
さ
れ

た
。
ラ
オ
ス
語
に
よ
る
簿
記

テ
キ
ス
ト
の
開
発
と
ラ
オ
ス

で
の
簿
記
検
定
試
験
実
施
の

支
援
を
行
う
。
期
間
は
２
０

１
９
年
10
月
か
ら
22
年
３
月

ま
で
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
「
ラ

オ
ス
国
内
に
お
け
る
簿
記
教

育
の
発
展
・
普
及
｜
ラ
オ
ス

語
に
よ
る
簿
記
テ
キ
ス
ト
の

開
発
と
簿
記
検
定
試
験
の
実

施
支
援
｜
」。
専
修
大
学
は

本
年
３
月
、
ラ
オ
ス
国
立
大

学
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
経
済

経
営
学
部
、
ラ
オ
ス
商
工
会

議
所
、
川
崎
商
工
会
議
所
、

専
修
大
学
会
計
学
研
究
所
と

の
間
で
ラ
オ
ス
で
の
簿
記
教

育
の
発
展
・
普
及
に
か
か
わ

る
協
力
協
定
を
結
ん
だ
。
本

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
協

力
協
定
に
基
づ
き
具
体
的
取

り
組
み
を
行
う
。

　
９
月
に
は
松
木
健
一
専
務

理
事
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
が
ラ
オ
ス
を
訪
問
。
財

務
省
で
ソ
ム
デ
ィ
・
ド
ゥ
ア

ン
デ
ィ
副
首
相
兼
財
相
ら
と

懇
談
し
た
ほ
か
ラ
オ
ス
商
工

会
議
所
で
簿
記
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連

携
、協
力
を
確
認
し
合
っ
た
。

採
用
試
験
を
突
破
。「
筆
記

試
験
に
受
か
ら
な
い
と
前
に

進
め
な
い
の
で
、
毎
日
ノ
ル

マ
を
課
し
て
勉
強
し
た
。
勉

強
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
落

ち
込
ん
だ
り
、
成
績
が
伸
び

悩
ん
だ
り
し
た
時
に
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
た
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

の
存
在
が
大
き
い
。
と
に
か

く
最
後
ま
で
諦
め
な
い
こ
と

が
大
切
」
と
話
し
た
。

　
同
講
座
を
主
に
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
担
当
し
て
い
る
中

村
一
樹
講
師
は
「
３
年
次
の

こ
の
時
期
に
先
輩
の
体
験
談

を
聞
く
こ
と
で
、
や
る
気
を

出
す
受
講
生
は
多
い
。
来
年

の
試
験
に
向
け
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

ラオス国立大学で懇談するプロジェクトメンバー＝９月

ラ
オ
ス
語
で
簿
記
テ
キ
ス
ト

開
発
へ
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

会
知
性
開
発

会
知
性
開
発

社社
研
究
セ
ン
タ
ー


